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設 定・各機 器の機能補足

回路 番号（回路 N o . ）の設 定 方法

電源

「リレー制御」の回路番号設定

接続箇所で決定設定器で設定 ディップスイッチで設定

各スイッチには、それぞれ

回路番号（回路No.）
= アドレス + チャンネル
を設定し、スイッチを押すこ
とで対象の回路、照明器具を
ON/OFFすることが
できます。

スイッチからの信号をリ
レー端末器に送ります。
1台当り512回路まで制御可能
※128アドレス
×4チャンネル

負荷アドレスをディップス
イッチで設定します。
※番号を設定

負荷チャンネルは、リレー
制御端末器の接続箇所
により割付られます。

照明器具を特定するためのアドレス登録
各種端末器の「アドレス」と「チャンネル」を設定します。
リレー制御端末器のアドレス（0～127）は、7ビットの「アドレス」設定用ディップスイッチにより設定します。
リモコンリレーの「チャンネル（1～4）」はリレー制御端末器の接続箇所で割付けられます。
リレー制御端末器（天井用・盤内用）や他の端末器の場合は、7ビットの「アドレス」設定用と2ビット（または1ビット）の
「チャンネル」設定用ディップスイッチにより設定します。
ディップスイッチは「1」か「0」の切換スイッチのことで、設定には先が細く尖ったもの使用します。
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照明器具

アドレス設定例

データ設定器 MN3060

回路番号
最大512（回路）

チャンネル
最大4

アドレス
最大128

スイッチ 照明コントローラ リレー制御端末器 リモコンリレー

1台で最大
512回路まで制御

1台でリモコンリレー
最大4台まで制御

接続された器具の
ON/OFFを実行

6Aリレー端末器（天井用・盤内用）

512回路番号（回路No.）=  最大128アドレス × 最大4チャンネル
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照明器具へ指示するための回路番号登録
壁スイッチの「種類・回路番号」を設定します。
壁スイッチの種類・回路番号設定には「デー
タ設定器」を使用します。
手順に従い液晶画面の表示内容から選択・
入力を行い、制御するスイッチに制御した
い「種類・回路番号」を設定します。
設定したいスイッチの数だけ操作を繰り返
し、設定を完了します。
設定した内容は記録しておくことをお勧め
します。

設定
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リレー制御
端末器

アドレス設定用
ディップスイッチ

リレー端末器
（天井用）

調光信号
端末器

64 12481632

1

0

64 12481632

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

0＋0＋0＋0＋0＋0＋0＝0

0＋0＋0＋0＋0＋0＋1＝1

0＋0＋0＋0＋0＋2＋0＝2

0＋0＋0＋0＋4＋2＋1＝7

0＋0＋0＋8＋4＋2＋1＝15

0＋32＋16＋8＋4＋2＋1＝63

64＋32＋16＋8＋4＋2＋1＝127

アドレス 0

アドレス 1

アドレス 2

アドレス 7

アドレス 15

アドレス 63

アドレス 127

赤外線送受信部

3.5インチ液晶画面

送信ボタン
設定内容を送信します。

受信ボタン
設定内容を受信します。

順送りボタン
選択されている数値に
1を足して次の入力欄に
設定します。

決定ボタン
編集中の内容を決定します。

壁スイッチ選択ボタン
壁スイッチを選択します。

戻るボタン
前の画面に戻ります。

ページ送りボタン
次のページを表示します。

左右ボタン
ページ、カーソルを
移動します。

上下ボタン
カーソル移動、数値を
選択します。

削除ボタン
選択内容を削除します。

メニューボタン
メニュー画面に戻ります。

上面図

正面図
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電源線

AC24V10 1

10 2

10 3

10 4

アドレス
（丁目）

チャンネル
（番地）

回路番号
〔回路No.〕
（住所）

10-3点灯

MILCO.NET通信線

1 2

検索コードとは？ 検索コード MLF25-MNS

https://dl.mitsubishielectric.co.jp/dl/ldg/wink/ssl/wink_doc/m_contents/doc/FREE_PARTS/MLF_pdfcode.pdf


照明器具
照明器具点灯
照明器具消灯

照明器具
センサ重複動作

人感センサ
不在検知

人感センサ
在検知

照明器具
照明器具点灯

人感センサ
不在検知

人感センサ
在検知

照明器具消灯

B C

A

A

B C

照明器具 3照明器具 2照明器具 1

センサ Bセンサ A

2つのセンサ両方に
反応して点灯するス
ペース。
在エリア周囲の不
在エリアの照明も快
適な視環境を作る
ために点灯します。

設 定・各機 器の機能補足

調光コントローラ

調光信号線

調光信号線

調光信号
端末器

電源

電源

電源

電源

電源

※1：色温度の制御は専用照明器具が必要となります。

※2：色温度の制御は専用照明器具が必要となります。

データ設定器
/センサ設定器

電源線

電源線

壁スイッチ

照明コントローラ

MILCO.NET通信線

リレー制御
端末器

6Aリレー端末器

リモコン
リレー

PWM連続調光用
照明器具

PWM
連続調光用
照明器具

壁スイッチ

リモコントランス

リモコントランス

MILCO.NET通信線

机上面や床面の明るさを照度センサで検知して
適正な明るさの維持、不在時の減光をPWM連続
調光用照明器具に指示します。
misola移ろい連動タイプの制御も行います。

1.保持時間は約0秒から78分設定可能
2.人感センサ親機に子機を最大8台接続可能です。

MN3801C  
調光コントローラ（照度センサ付）

机上面や床面の明るさを検知する照度センサ、
人の在/不在を検知する人感センサにて適正な
明るさの維持、不在時の減光をPWM連続調光用
照明器具に指示します。

1.ひとつの制御範囲に本機が1台必要です。
2.本機は検知範囲の照度を検出し、周囲の明るさの変化に関わらず照
度センサへの光の入射量が一定になるように、照明器具の明るさを調
整していますので、制御範囲の中央付近に設置してください。
3.本機は、窓から2m・制御範囲の端部から1.5m以上（天井高さ3m以下
の場合）内側に取付けて、直射光・窓・ブラインド等を検知範囲に入れ
ないようにしてください。
検知範囲の制限の方法（必要な場合のみ）
4.次のような場合は、照度センサに遮光シール（付属品）を貼り、検知範
囲を制限してください。
　・取り付け場所から窓までの距離が2m以内の場合。
　・となりの制御範囲が入る場合。

MN3802B  
調光コントローラ（照度・人感センサ付）

調光コントローラ：色温度制御、センサによる自動調光制御によりPWM連続調光用照明器具を制御
照度センサ、人感センサにより明るさや人の在/不在を検知しながら適正な明るさの維持、不在時の減光で省エネかつ快適な空間
を実現します。また、色温度の制御※1も行います。
センサ機能に加え、コントローラの役割を持ち、調光信号線でPWM連続調光用照明器具を制御します。天井に設置して使用します。

人感センサ：人の在・不在を検知
人体からの熱エネルギーを感知して人の在/不在情報を照明コントローラに送ります。

照度・人感センサ：「人」と「明るさ」を検知  
照度値と人の在/不在情報を照明コントローラに送ります。照度センサと人感センサの機能を持ったセンサ

電源電圧
調光信号出力
調光信号出力数
最大制御台数　　　　　　　　
取付場所
人感センサ子機接続台数（MN3904A）
アドレス設定
調光率などの各種設定

AC100～254V
DC13V±1V
1回路
調光用LED電源接続台数…72台
屋内天井面
最大8台
データ設定器MN3060使用
センサ設定器MN3061使用

照明
コントローラ

MN3701B  調光信号端末器

MN3901  照度センサ

照度センサ配置例照度センサ検知範囲

調光信号端末器：PWM連続調光用照明器具、色温度可変器具を制御
照明コントローラからの制御信号を受
けて調光信号（PWM信号）をPWM連続
調光用照明器具に発信します。
スケジュール、各種センサからの情報に
よりPWM連続調光用照明器具を制御し
ます｡（明るさ、色温度※2）分電盤内に収
納して使用します。

照度センサ：現状の明るさを検知
設置された場所の明るさを検知しその照度値を照明コントローラに送ります。

AC24V
500mA
DC13V±1V
1回路
調光用LED電源接続台数…80台
分電盤内

定格電源電圧
定格電源電流
調光信号出力
調光信号出力数
最大制御台数
取付場所

太陽光

照度センサと検知エリア

2m2m

φ4m
φ6m

3m3m

照度センサ検知範囲

2m2m

φ4m
φ6m

3m3m

検知範囲が制御範囲外となり、正しくない配置

2m2m

φ4.5m
φ6m

3m3m

定格入力通信電圧
定格入力通信電流
照度設定範囲
取付場所　

±24V
8.7mA
100～3000ｌｘ
屋内天井面　

人感センサ検知範囲
最大設置高さは、最大3m以下定格入力通信電圧

定格入力通信電流
人感センサ子機最大接続台数
取付場所

±24V
8.1mA（子機なし）/17.5mA（子機接続時）
8台
屋内天井面

定格入力通信電圧
定格入力通信電流
取付場所

±24V
8.7mA（子機なし）/22.7mA（子機接続時）
屋内天井面

定格電源電圧
最大接続台数
適合親機

取付場所

DC6V
8台
調光コントローラ（MN3802B）、人感センサ親機（MN3902）
照度人感センサ（MN3907）、画像センサ（MN3908A）
屋内天井面

MN3902  人感センサ（親機）

MN3904A  人感センサ（子機）

MN3907  照度・人感センサ

基本的な機能は、前記  照度センサ（MN3901）と人感センサ（MN3902）と共通。

従来の人感センサと異なり、対象器具を複数のセンサに重複して設定できま
す。作業場所周辺まで点灯させることにより、照度不足の解消や視覚的明るさ
感の向上など、よりきめ細かく快適な視環境を作ることが可能です。

人感センサ制御

従来人感センサ制御

人感センサエリアの重複制御

快適!!

照明器具2をセンサA・Bで重複設定できる。

調 光 機 器

調 光 機 器

セン サ 機 器

セン サ 機 器

セン サ 機 器

快適!!

2m2m

φ4.5m
φ6m

3m3m

人感センサ検知範囲

分電盤内

調光機器
センサ機器

部屋奥調光ゾーン

窓側調光ゾーン

部屋奥用照度センサ

窓側用照度センサ

3 4



電力線

通信線や
信号線

30cm以上離す

チャンネル
1

エリア
2

チャンネル
2

エリア
3

チャンネル
3

チャンネル
4

2ブロック

4ブロック

横+方向 右）

横-方向 左）

縦+方向
 手前）

縦-方向
 奥）

右

左 奥

手前

床面

1ブロック

3ブロック

エリア
1

エリア
2

エリア
2

エリア
3

エリア
3

エリア
4

0% 5%
0%

0%

0% 20%
70%

0%

0% 5%
70%

20%

0% 20%
0%

0%

0% 5%
70%

0%

70% 5%
70%

0%

70% 20%
20%

0%
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①他社製システムとの互換性はありませんので、他社システム

と組合せてご使用できません。また、リモコンリレー、リモコン

トランスは三菱電機製をご使用ください。

②調光制御を行う場合、当社製照明器具専用です。他社製

照明器具は接続できません。

③グループやパターン操作時、リレーは4回路単位（端末器の

負荷1,2,3,4は同時に動作します）で、120msec間隔で順次

動作していきます。起動から安定まで120msecを超えるモ

ーター負荷などの電源容量には、ご注意ください。

④リモコントランスの容量

●リモコンリレー1回路単位（端末器ごとに）で順次

（60msec間隔）動作します。（パターン制御・グループ

制御時など）三菱電機製のリモコンリレーの消費電流

は約350mA×4コ、リモコントランス容量は1.5Aですの

で、リレー制御盤1面当り、1台のリモコントランスで対

応できます。

●配線の都合上、各制御盤ごとにリモコントランスを設置

することもできます。

●接点入力端末器などを複数個同時稼働させて1.5Aを

超える場合は、リモコントランスを追加してください。

●リモコンブレーカ端末器4回路（24V）は納入仕様書を

ご確認ください。

●調光信号端末器はリモコントランス1台で3台まで接続

できます。

⑤スイッチ、端末器接続容量の計算法

●照明コントローラから供給できる通信線の電流容量は

500mAまでです。500mA＞（スイッチの総消費電流＋端

末器の総消費電流など）の場合は   増幅器不要   です。

●500mA＜（スイッチの総消費電流＋端末器の総消費電

流など）の場合は   増幅器要   です。

●増幅器1台当り500mA供給することができます。

●増幅器は伝送線上に直列に最大5台まで取付けできます。

⑥配線長の計算法（φ1.2の通信線使用の場合）
●最遠配線長＜500mで、総配線長＜1,500mの場合は

　増幅器不要　です。

●最遠配線長＞500mまたは、総配線長＞1,500mの場合

は　増幅器要　です。

●増幅器1台当り、最遠配線長を500m、総配線長を

1,500m伸ばせます。

●増幅器を5台使用する場合、最遠配線長は3,000m、総

配線長は9,000mまで伸ばせます。

⑧人感センサ使用上のご確認事項

●蛍光灯、電球形蛍光灯を接続する場合、頻繁に点滅を

繰り返す場所に設置するとランプの特性により、ランプ

の寿命が短くなる場合があります。検知回数が多い場

合は、LED照明器具を選定いただくか、保持時間を長

めに設定してください。

※突発的なノイズ・熱および振動や衝撃により人感セン

サが動作することがありますが故障ではありません。

設 計上のご確 認事 項

施工上のご確認事項

①誘導電圧対策

　電力線と信号線、電力線と通信線の平行配線は避けてく

ださい。平行配線をすると、電力線からの誘導電圧によ

り、機器が破損したり、誤動作の原因となるおそれがあり

ます。どうしても避けられない場合は30㎝以上離すか、別

途、D種（第3種）設置工事を施した金属電線管で配線して

ください。●分電盤・制御盤内は30㎝以下でも可能です。

②接地工事

●照明コントローラ、増幅器などは、所定のアース端子よ

りD種（第3種）接地工事を施してください。

③屋外配線

●屋外に通信線や信号線を配線する場合、雷サージなど

からの影響により機器が故障するおそれがありますの

で避けてください。

④メガテスト

●配線路メガテストは、電源を切った状態で、機器（照明

コントローラ、増幅器など）の100V、200V側の電線をは

ずし、実施してください。

●通信線および信号線のメガテストは、実施しないでください。

⑦6Aリレー端末器の電気的開閉寿命

条件 規格値

6A AC250V
1.抵抗負荷（Pf=1）
2.誘導負荷（Pf=0.6）
3.当社製LED電源
4.白熱灯負荷
5.蛍光灯負荷 
○ラピッドスタート形高力率、低力率 
○グロー、電子スタータ形低力率 
○当社製インバータ

30,000回
（開閉頻度20回/分）

次の負荷は接続できません。
ただし、1回路あたりの突入電流が100A/10ms以下の時は
接続できます。
○他社製LED電源
○HID負荷
○グロー、電子式スタータ形高力率
○他社製インバータ

MN3908A   画像センサ

画像センサ：「人」と「明るさ」を広範囲で検知
広角CMOS画像センサと人認識技術により、オフィスの専用部のわずかな人の動きを検知。
画像センサを用い画像処理技術により人検知と照度推定を実現した複合センサを提供します。
人感センサと照度センサ各々4台分の機能を集約。センサ数を減らし、コスト削減も可能です。

セン サ 機 器

※検知範囲は、床面から1.2mの位置を目安に設定してください。ただし、ディスプレイやパーテーション等で体が隠
れる場合、人検知ができません。※人検知精度は、設置高・明るさ・人の動きの大きさにより変化します。保持時間及
び静止物判定時間を調整してください。※消灯時、検知可能最低照度35lx以下になる場合、人感センサ子機を増設し
てください。

通路や窓など検知したくない範囲はマスク機能で簡単
に設定できます。エリアマスクや遮光シールが不要にな
ります。人感・照度ごとにマスク設定できます。
●人検知マスク 64ポイント（8×8）
●照度推定マスク 64ポイント（8×8）

人のわずかな動きを検知し、パソコン作業の動きも検知できます。
焦電センサのように保持時間を長く設定する必要がないので省エネ効
果向上と利便性の向上が図れます。
最小検知は、0.15m/秒以上で移動するφ15cm以上の物体になります。
（50lx以上で検知）

4つのチャンネルで、人検知と照度推定を行い
ます。各チャンネルを自由に制御対象（照明器
具）に割り付けできます。

■人検知
人検知は、人の動き（変化）を検出しています。
静止つづける作業が多い場合は、静止物判定
時間を調整してください。

■照度推定  照度推定範囲 100lx～1500lx（±50lx）

マスク機能

・本機は、人物を判断して検知していません。画像
の変化（動き）を判断し、人検知するものです。

・人が完全に静止した場合は、静止物判定時間が
経過すると物体と判断し、不在状態となります。

画像センサ検知イメージ

焦電型センサを超える微動検知特性

4つの検知範囲を任意に設定

従来の在/不在検知での明/暗（消灯）制御に
加え、移動検知により移動⇒減光点灯/滞在
⇒明/不在⇒暗（消灯）制御を可能とします。
移動のまま通過のエリアは減光のままとな
ります。
滞在⇒移動検知のエリアは減光となるた
め、従来以上の省エネ効果が期待できます。

移動/滞在/不在 検知（移動検知機能追加）

不在 不在＋移動 滞在＋不在

不在＋滞在＋移動 滞在＋移動＋不在 滞在＋不在 滞在＋移動＋不在

1 2

3 4

（床面イメージ）

マスク設定

移動/滞在/不在
を各エリアで検知
し、各状態で設定
した調光率にて
点灯します。

1.2m
7.2m 7.2m

設置高
2.5～5.0ｍ

天井

床面

画像センサ

6.4m6.4m

検知エリア
画像エリア

調光機器
センサ機器

5


	01_02_MN_setting_WEB_24
	03_04_MN_setting_WEB_24_0314
	05_MN_setting_WEB_24

